
UNITIKA OKAZAKI  Recruiting Information

ユニチカ株式会社岡崎事業所のご案内
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岡崎事業所は、ユニチカグループの経営理念を実現する担い手として、
様々な領域・分野で、また相互に連携し合いながら、日々活動をすすめています。
およそ33万平方メートルを誇る広大な敷地に、国内有数規模のポリエステル製造プラントと
インフラ等関連設備を、地域と環境への配慮をふまえた方針のもとに運営しています。

暮らしと技術を結ぶことによって
社会に貢献する
それを実現するのは、ユニチカです

ユニチカ株式会社 岡崎事業所
所在地 愛知県岡崎市
創　立 1889年（明治22年）
操　業 1935年（昭和10年）
面　積 320,740㎡
在籍数 514名（男 430名／女 84名）
 ※2018年3月末現在

事業所概要 Overview

1935年（昭和10年） 日本レイヨン㈱岡崎工場として操業開始（人絹糸の生産）
1964年（昭和39年） ポリエステルの生産開始
1966年（昭和41年） 日本エステル㈱を設立（４社合弁）
1969年（昭和44年） ニチボー㈱と合併しユニチカ㈱に社名変更
1974年（昭和49年） スパンボンド（不織布）の生産開始
2001年（平成13年） ＩＳＯ１４００１認証取得
2006年（平成18年） ガスタービンコージェネレーション設備稼働
 ユニチカ岡崎工場から岡崎事業所へ名称を変更

沿革 History

「高分子」「繊維」事業を支える
ポリエステルの一貫工場として

事業所概要／沿革

ユニチカグループの主要な事業領域である「高分子」「繊維」を支える岡崎事業所は、ポリマー、衣料用繊維、
産業用繊維、不織布（スパンボンド）と、多岐にわたる素材の研究開発から生産までを担うポリエステルの一貫
工場として、長く事業の中核としての位置づけを得てきました。1935年の操業以来80余年を経てもなお、新た
な展開のなかで進化を続けています。
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GERMANY
ユニチカ
デュッセルドルフ事務所

CHINA
ユニチカ香港

U.S.A
ユニチカアメリカ

VIETNAM
ユニチカトレーディングベトナム

INDONESIA
エンブレムアジア
ユニテックス
ユニチカトレーディングインドネシア BRASIL

ユニチカブラジル
ブラスコット

CHINA
ユニチカ北京

CHINA
ユニチカ上海
広州支店

THAILAND
タスコ
ユニチカアドバンス
（タイランド）

CHINA
ユニチカ上海
上海事務所

JAPAN
岡崎 okazaki

U.S.A
ユニチカ
ニューヨーク事務所

東京/大阪
垂井/宇治

ユニチカグループの中核事業所として、
世界と連携、未来に発信する

ユニチカの核となっているのが高分子技術です。
岡崎事業所では「樹脂」および「不織布」の２つ
の領域で事業を展開。世界視野のマーケティング
機能も強化しながら、他事業、関連会社と連携を
図り、グローバルな取り組みをすすめています。

高分子事業 Polymers

ユニチカの祖業である繊維事業。
グループ企業ともさまざまに連携を図りながら、衣料素材や
産業資材はもとより、繊維製品の生産・販売も手掛け、海外
生産拠点の増強も含めたグローバル展開を推進しています。

繊維事業 Industrial Fibers
&Textiles

衣料用繊維

スパンボンド_自動車用途 スパンボンド_電線被覆材 樹脂_PETボトル
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製品ができるまで
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ユニチカ岡崎事業所は、国内屈指のポリエステル一貫工場として、
歴史を積み重ねるなかでさまざまな製品を生み、独自の技術と高い品質を誇ってきました。
多様なモノづくりの現場で、その伝統を守り、育て、継承するのは人の力です。

捲取 捲縮

集中監視室

出荷前倉庫

出荷

熱圧接

製品払出し

検査・梱包

捲取 延伸

中央監視室

岡崎事業所で生まれる製品 農業資材「ラブシート」

フィルター

PETボトル

チップ 溶融押出 吹付 捲取 延伸 熱処理 捲縮 切断 ステープル チップ 溶融押出 紡糸 捲取 延伸 検査・梱包 フィラメント

チップ 溶融押出 紡糸 堆積 熱圧接 後加工 捲取 スパンボンドシート

ユニフォーム

エステル化 造粒

連続重合

バッチ重合

TPA

原料

EG
チップ

■ポリエステル短繊維の生産 ■ポリエステル長繊維の生産

■スパンボンドシートの生産

■ポリエステルチップ（ポリマー）の生産



事業所内のユーティリティ設備のなかで、主に排水設備を
中心に、その運転管理と保守点検を担当しています。
日常的な設備点検において、故障や不具合がある場合は、

他の担当との連携でその対応にあたります。今はまだ自分の
担当設備においても、全てを理解できているわけではなく、
まだまだこれからですが、いずれは動力グループが運転管理
を担当する設備の全てを理解し、その知識や技術を駆使して
さまざまな事態に対応できるようになりたいと思います。動
力のみならず、他の部署の後輩や先輩方にも頼りにされる技
術者になることを目指したいです。

社会人で一番大事なのは、コミュニケーションをとり、
報・連・相を忘れず行い、なおかつ「元気でいること」です！
今から他の人と積極的に話したり、体力をつけるために

しっかり運動しましょう！

武元 茉彩
Maria Takemoto

日本エステル㈱ 
製造部第１課
2013年入社
愛知県立 岡崎商業高等学校
総合ビジネス科 卒
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経験を積み重ね、
資格試験にもチャレンジしたい

働きやすい職場で、ともに楽しく

寺岡 吉平
Kippei Teraoka

ユニチカ設備技術㈱
第二事業本部 動力グループ
2017年入社
熊本県立 熊本工業高等学校
繊維工業科 卒

知識や技術を身につけ、
皆に頼りにされる技術者に

コミュニケーションと元気でいることが大切

Oneday Schedule

8：30～ 9：00 メールチェック・朝礼
9：00～12：00 排水設備保守巡視・温調設備保守巡視・定期作業
12：00～12：45 昼食
12：45～16：30 排水設備保守巡視・温調設備保守巡視・定期作業
16：30～17：00 三交替への申し送り
17：00～17：15 終礼

Oneday Schedule

8：30～11：30 分析業務
11：30～12：00 分析準備
12：00～12：45 昼食
12：45～16：30 分析業務・
 成績表発行
16：30～17：00 翌日分析準備
17：00～17：15 データ入力

Message ̶可能性輝く君へ

入社以来、ポリエステル製品の品質管理、品質保証と、それ
に関わる分析業務に携わっています。営業からの依頼に基づ
き、さまざまな手法により製品の分析を行なうほか、成績表を
作成し送付することも主要な仕事です。
以前、成績表を間違える失敗をしたことがあり、その反省を

ふまえて、「データ管理にしっかり努めること」を一番大切にし
ています。今後はさらに経験を積み重ねることとあわせて、危
険物取扱者等の資格取得により、携われる仕事の幅を広げる
こともめざして、資格試験にチャレンジしたいと思っています。

最初は覚えることも多く大変でしたが、優しく教えてくださ
る頼りになる先輩ばかりで、とても働きやすい職場です。
一緒に頑張って、ともに楽しく働きましょう！
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人材育成／福利厚生

福利厚生
■福利厚生施設の充実
　・寮／社宅／単身赴任寮
　・食堂／売店
　・グラウンド（ナイター設備付）
　・テニスコート
■住宅取得の推進制度
■産前産後・育児休職・短時間
　労働等の育児にやさしい制度
■福祉会の充実
（結婚・出産祝金・見舞金
　給付制度 等）

売店 食堂

男子寮（至誠寮） 個室

人材育成
■社内研修会の充実
■社内語学レッスン／通信教育
■資格取得報奨金
（危険物取扱者／ボイラー技士
　／日商簿記 等） 事業所表彰 社員研修 社員研修

休日・休暇
■特定休暇の充実（結婚・弔事・出産・勤続）
■有給休暇奨励日の設定
■週休２日制（昼専勤務）年間休日120日
　３勤１休（三交替）年間休日109日
■ボランティア休職制度（ユニチカ独自）

仕事を通じてお互いが成長できる、
快適で活気のある環境
ユニチカ岡崎事業所は、永年にわたり人材育成に注力するとともに、ソフト・ハードの両面から福利厚生の
充実をはかるなど、仕事を通じてお互いが成長できる、快適で活気のある環境づくりをすすめてきました。
各種行事や余暇活動、クラブ活動が盛んなこともあり、コミュニケーション豊かな事業所です。

レクリエーション行事
６月　部署対抗ソフトボール大会
７月　サマーフェスティバル
９月　部署対抗フットサル大会
３月　ボウリング大会

クラブ活動

ソフトボール

■ソフトボール
■硬式テニス
■スノーボード

ボウリング大会

入浴室



〒444-8511　愛知県岡崎市日名北町4-1
TEL　0564-23-2311

www.unitika.co.jp

岡崎事業所
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We Realize It!
｢暮らしと技術を結ぶことによって社会に貢献する｣

私たちは実現します。

豊かさを、利便性を、快適さを、

そして、地球との共存を。

あなたは「何」を実現しますか？
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